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巻　頭　言

　昨年は関東大震災から100年，日本海中部地
震から40年，北海道南西沖地震から30年の節
目の年でした。当地区は近年では1968年（昭
和43年）十勝沖地震，26年後の1994年（平成
６年）三陸はるか沖地震，17年後の2011年（平
成23年）東日本大震災で甚大な被害を受けま
した。まだ東日本大震災の記憶が残っていま
すが，日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震が
今後発災すると危惧され，いつどの程度なの
か大変心配されます。
　厚生労働省は，災害，大火災，テロ攻撃な
どの緊急事態に損害を最小限にとどめ事業を
いち早く立て直し，継続するための事業継続
計画（Business Continuity Plan：BCP）策定
を進めています。医療の場合は事業を診療と
読み替えます。
　今回の BCP 策定の経緯ですが，阪神淡路
大震災時にはマニュアルがなく，これを機に
国は「災害対応マニュアル」を作成しました。
しかし東日本大震災時にはこのマニュアルは
機能損失・破綻，避難，再建の観点に欠けて
おり不十分であったことから，平成24年に厚
労省局長通知で BCP 策定を努力義務としまし
た（災害拠点病院は平成30年度末までの義務
化です）。
　BCP 策定の大きな流れとしては，ステップ
１（方針）まず「人命を最大優先とする」な
どの基本方針・理念を定め，ハザードマップ
などで自院の地理的状況を把握します。ステッ
プ２（想定）次にどんな災害が発生し，どん
な被害があるか想定します。ステップ３（計画）
そしてその想定に対してどんな行動，何の業
務を，どの程度のレベルでいつ実施するか計
画（タイムライン）を作る。ステップ４（対
策）計画の実施に当たり計画を妨げる要因の

チェックのため，有事を念頭に職員への周知，
教育・訓練を行い必要資源の特定，課題の明
確化と検討，改善計画を立案し BCP を完成さ
せます。
　BCP が完成したならば，訓練や教育により
内容の周知，対策の進捗に関わる点検，新た
な被害想定や新規業務の有無について定期的
な見直しに努めなければなりません。BCP は
単なる文書作りではなく，大きな目的は体制
を作り災害対応能力を高めることにあります。
　また大災害時には被災医療機関では外来や
入院医療ができない可能性があり，その時は
対応可能な医療機関への診療依頼や入院患者
の搬送など協力を仰がねばなりません。現在
各医療機関で BCP 策定が行われていると思わ
れますが，しかし当地区ではその医療機関連
携の協議が十分とは言い切れず，また他機関
（行政，消防，関連業者など）の BCP との整
合性も検討が必要と思われます。従って自院
単独でなく近隣医療機関や近隣住民も含めた
訓練の必要もあります。
　なお災害発生時には対策本部の設置が重要
と唱えています。これは本部機能として多く
の情報が集約し，それに基づく高次の判断・
情報発信，スタッフへの周知，活動の継続性
などその内容は多岐にわたるため，それぞれ
に関わる責任者が集まる組織としての本部が
必要となるためです。
　八戸市には洪水，津波，内水や土砂災害ハ
ザードマップが，また南部町では防災マップ
が完備されています。各医療機関では自院の
地理的状況を把握し BCP を完成させ，医師会
としては協力機関との連絡体制を構築し，地
域医療が継続できるよう努めて参ります。も
ちろん災害がないことが一番ですが。

八戸市医師会会長

熊　谷　俊　一
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